
  

資 料 ２  

武 蔵野市 地域防 災 計画（令 和４年 度 修正）の 進 捗 報 告 に つ い て  

 

１  武蔵 野市地 域 防災計画 の推 進 に つい て  

  武蔵 野市地 域 防災計画 の着 実 な 推進 を目 指 し、 本 部 長 を 市 長 、 副 本

部長を 副 市長・ 教 育長、委 員を各 所 管部長と した 武 蔵 野 市 地 域 防 災 計

画推進 本 部にお い て、各部 での施 策 の目標設 定及 び 前 年 度 の 進 捗 管 理

を行っ て いる。 令 和５年度 からは 、 約７年ぶ りの 修 正 と な っ た 武 蔵 野

市地域 防 災計画 （ 令和４年 度修正 ） を踏まえ 、当 該 計 画 に 記 載 さ れ て

いる事 業 を推進 し ている。  

 

２  令和 ５年度 の 主な取組 につ い て  

(1) 学校避 難所井 戸 における 非常用 浄 水器の設 置   

令和５年 ６月に 防 災課管轄 の学校 避 難所井戸（ 単 独 井 戸 ）11 か 所 に

つ いて、水質基 準項 目（ 51 項目）と と も に水 質管 理 目 標 設 定 項 目（ PFOS・

PFOA）の検査を 実 施した。水 質基 準 項 目（ 51 項 目 ）に つ い て は 、４ か

所 で不適 合、水質 管理目標 設定項 目（ PFOS・ PFOA）に つ い て は 、７ か

所 で暫定 目標値 を 上回った 。  

既 に新聞・報道 等で 公表され ている が、市立小 中 学 校 18 か 所 に あ る

災害 時用 井戸（学 校避難所 井戸 ）に 、水道法に 定 め る 水 質 基 準（ 51 項

目）への適 合や有 機 フッ素化 合物（ PFOS・PFOA）の 除 去 が 可 能 と な り 、

安全・安心 な水を 避 難者へ提 供す る こ とが でき る 非 常 用 浄 水 器 を 設置

す る 。 こ れ に よ り 、 現 在 想 定 し て い る 滅 菌 器 を 使 用 す る 方 法 と 比 べ 、

初動 要員 の作業 負 担軽減や 安全 性 の 向上 も図 ら れ る こ と に な る 。  

非常用浄 水器の 購 入につい ては、 ９ 月の市議 会 で 承 認 さ れ 、 12 月

に契約し 、年度 内 の設置を 予定し て いる。今 後 は 令 和 ６ 年 ２ 月 に 予

定してい る自主 防 災組織情 報交換 会 で周知す る ほ か 、 実 際 に 機 器 を

使用する 市初動 要 員に対し 、実機 を 使用した 訓 練 等 を 実 施 し 、 実 行

力のある 体制を 構 築してい く。  
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設置する 浄水器 の 仕様は以 下の と お り。  

【非常用 浄水器 仕 様】  

品   番 ：コッ ク ン飲める ゾ ウＢ ｉ Ｇ １－ Ｒ Ｏ  

対 応規模 ：大規 模 （ 1,000 人 程度 ）  

浄 水能力 ：１時 間 あたり 350 リット ル  

動   力 ： 100 ボル ト  

サ イ ズ：幅 560 ㎜×奥行 760 ㎜×高さ 1,420 ㎜  

重   量 ： 70 キログラム  

保 管場所 ：各学 校 の防災倉 庫（ア ル ストッカ ー ）  

特   長 ：・吸 水 管を貯水 タンク に 投入後、 電源 ス イ ッ チ を 押 す だ け  

で浄水が 開始で き る  

・４輪タ イヤ付 で 自在に動 かすこ と が で き る  

・簡単操 作です ぐ に浄水が 可能  

・有機フ ッ素化 合 物（ PFOS・ PFOA） の 除 去 が 可 能  

 

(2) 市民啓 発の体 系 化（市民 防災協 会 と市の役 割 明 確 化 ）  

   地 域防災 計 画の柱で ある「 共 助」の推 進に 向 け 、 防 災 推 進 員 の 専

門 的知識 を高め 、 地域にお ける共 助 のリーダ ー へ の 育 成 や 、 避 難 所

運 営組織 への積 極 的な関与 を促す な ど、防災 推 進 員 の 活 動 の あ り 方

を 中心と した「 武 蔵野市民 防災協 会 あり方検 討 会 」 を 協 会 内 で 全 ４

回 開催し た。令 和 ６年 10 月の防災推 進員改選 に 向 け て 、 活 動 内 容 、

期 待され る役割 を 決定し 、「防 災推 進 員 マニ ュ ア ル 」 の 修 正 な ど を 推

進 してい く。  

 

(3) 災害時 地域支 え 合いステ ーショ ン の開設マ ニ ュ ア ル 作 成  

コミュニ ティ セ ン ターは 、 災 害時 に は 、地 域 特 性 に 配 慮 し た 共 助

の拠 点で ある「 災 害時地域 支え 合 い ステ ーシ ョ ン 」 と し て 位 置 付 け

られ てお り、  平成 27 年３月に は武蔵 野市コミ ュ ニ テ ィ 研 究 連 絡 会

（以 下「 研連」 と いう。）がマ ニュア ルとして 「 災 害 時 地 域 支 え 合 い

ステ ーシ ョン運 営 の手引き 」を 作 成 した 。  しか し 、 各 コ ミ ュ ニ テ ィ

セン ター は規模 や 立地によ って 個 別 の課 題を 有 し て い る た め 、 よ り

具体 的・ 実践的 な マニュア ルに 改 訂 すべ く、  研 連 に 災 害 時 地 域 支 え

合い ステ ーショ ン 検討部会 を設 け 、 令和 ６年 度 の 完 成 に 向 け て 協

議、 検討 を行っ て いる。  


